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＜書評＞ 
小池和男著『「非正規労働」を考える―戦後労働史の視角から―』 






































Journal of Innovation Management No.14 - 128 -
なく、日本全体の 6 分の 1 程度と筆者は推計する。 

















ルや学部の学生は、卒業の 1 年前から 10 週間程度の長期のインターンシップを通じて選
抜される。しかし入社してもすぐにテニュアが取れるわけではなく、analyst trainee として
2 年間程度勤務して、その半数程度が正社員である analyst となる。正社員となっても 7 年
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等処遇問題があるといっているように記述し、そうであれば正社員は非正規に駆逐される
はずであるにもかかわらず、と論理展開する。しかし、すべての非正規に均等処遇問題が
あるのではなく、正社員との間に明確な技能や負担の差がある場合には正当な賃金格差が
あってしかるべきであるというのが一般的考えではなかろうか。また非正規の存在理由と
してあげられている、低コスト機能、雇用調整機能、人材選別機能の関係性については明
確に整理されていないが、これらは並存しうると考えられる。難易度の低い、あるいは外
部人材調達が容易な職務には、仮に人材選別機能がなくても、非正規を活用することに経
済合理性があるだろう。しかし、これらの難点は本書の本筋の議論からすれば些細なこと
である。これまでの非正規の議論の中であまり注目されなかった人材選別機能に光を当て
た本書の意義は大きい。 
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